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懲
戒
の
処
分
公
告

弁
護
士
法
第
6
4条
の
６
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の

と
お
り
公
告
し
ま
す
。

記

１
．
懲
戒
の
処
分
を
し
た
弁
護
士
会
鹿
児
島
県
弁
護
士

会

２
．
懲
戒
を
受
け
た
弁
護
士

氏
名
三
窪
洋
三

登
録
番
号

2
3
6
2
6

事
務
所
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
山
下
町
1
6
`
３

有
満
ビ
ル
２
階
三
窪
法
律
事
務
所

懲
戒
の
処
分
公
告

弁
護
士
法
第
6
4条
の
６
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の

と
お
り
公
告
し
ま
す
。

記
１
．
懲
戒
の
処
分
を
し
た
弁
護
士
会
大
阪
弁
護
士
会

２
．
懲
戒
を
受
け
た
弁
護
士

氏
名
久
保
田
徹

登
録
番
号

1
3
2
0
8

事
務
所
大
阪
府
豊
中
市
岡
上
の
町
４
`
４
`
１

タ
ナ
カ
産
業
ビ
ル
１
号
館
3
0
2

と
よ
な
か
法
律
事
務
所

３
．
懲
戒
の
処
分
の
内
容
戒
告

４
．
懲
戒
の
処
分
が
効
力
を
生
じ
た
年
月
日

平
成
2
1年
６
月
８
日

平
成

2
1
年
７
月
２
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

３
．
懲
戒
の
処
分
の
内
容
退
会
命
令

４
．
懲
戒
の
処
分
が
効
力
を
生
じ
た
年
月
日

平
成
2
1年
６
月
2
4日

平
成

2
1
年
７
月
１
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

裁
判
員
対
応
室
規
則
制
定
公
告

裁
判
員
対
応
室
規
則
（
規
則
第
百
四
十
二
号
）
を
左
の
通
り
制
定
し
た
の
で
公
告
す
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
十
九
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

裁
判
員
対
応
室
規
則

（
平
成
二
十
一
年
六
月
十
九
日
規
則
第
百
四
十
二
号
）

（
設
置
）

第
一
条

本
会
に
、
裁
判
員
対
応
室
（
以
下
「
対
応
室
」
と
い
う
。）を
置
く
。

（
任
務
）

第
二
条

対
応
室
は
、
裁
判
員
裁
判
に
関
し
、
情
報
収
集
及
び
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
調
査
・
研

究
、
そ
の
他
必
要
な
事
務
を
行
う
。

（
構
成
）

第
三
条

対
応
室
に
室
長
及
び
嘱
託
若
干
人
を
置
く
。

２

室
長
は
、
嘱
託
の
う
ち
か
ら
会
長
が
指
名
す
る
。

３

嘱
託
は
、
事
務
総
長
の
推
薦
に
基
づ
き
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

４

嘱
託
の
任
期
は
、
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
室
長
）

第
四
条

室
長
は
、
事
務
総
長
の
指
示
を
受
け
て
、
そ
の
任
務
を
遂
行
す
る
。

（
設
置
期
限
）

第
五
条

対
応
室
の
設
置
期
限
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
は
、
設
置
期
限
が
満
了
し
た
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
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